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第 4 章では、トマトホモプシス茎枯病を引き起こす Diaporthe 属未記載種 2 種の同定に
関する研究が論じられた。高知県の施設トマトの摘葉部位を中心として褐変、のちに拡大
し株全体が萎凋・枯死する病害が発生し、2018 年に山崎らによりトマトホモプシス茎枯病
と提案された。しかし、褐変部位から観察された分生子殻からは 2 種の Diaporthe 属菌が
分離され、接種試験によりそれぞれの種は異なる病原性を持つことが明らかとなった。そ



































Cytospora leucostoma（L. persoonii）および L. massarianumの 2種が登録されている。





第 5回内国勧業博覧会出品解説（札幌農学校編・著者不明）において Valsa maliによる「リ
ンゴ皮膚病」として初めて報告された。しかし、1970年に小林は V. maliを V. ceratosperma
のシノニムとしたため、日本植物病名テータベース上で病原菌は V. ceratospermaとして収
録されている。分子系統解析を含めた同定を行った結果、本研究で採集されたリンゴ腐ら
ん病菌は、宮部金吾博士および山田玄太郎氏が記載した V. mali（Cytospora mali）と同定
された。本研究で新たに調査を行った結果、V. maliのホロタイプ標本は見つかったが、原


















を行った結果、D. arecae 種複合体が 36%（54菌株）、D. sojae 種複合体が 15%（24菌株）、
D. eres 種複合体が 17%（25菌株）、D. amygdali 種複合体が 6%（9菌株）、その他のグル
























た査読付き論文は、Journal of General Plant Pathology、Mycoscience、Persoonia、日本
植物病理学会会報等に筆頭著者として３件、共著者として４件、その他査読付き論文とし
て５件（筆頭著者２件を含む）の合計１２件として発表された。また、国際会議・シンポ
ジウムで全て筆頭発表者として４件、国内発表で筆頭発表者として１０件、共著発表者と
して７件の合計２１件が報告されており、それらはどれも高度で幅広い研究であるため、
高く評価されている。さらに、2018 年の第６２回日本菌学会大会では学生優秀口頭発表賞
を受賞している。これら研究で得られた知見は、植物医科学の発展に寄与しているだけで
なく、実際に圃場レベルで発生している病害の診断や予防、防除対策に大いに貢献してい
る。さらに、微生物学、菌類学や微生物生態学、進化学等の知見としてもきわめて重要で
ある。 
 
よって、本審査小委員会は全会一致をもって、提出論文が博士（生命科学）の学位に値
するという結論に達した。 
 
（報告様式Ⅲ） 
